
⻑期的な企業価値向上に向け
事業ポートフォリオの変⾰を加速し、利益創出⼒を⾼めます

株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
今年度より、「挑む。未来へ、大胆に」のテーマのもと、中期戦略「CS B2027」

（2025～2027年度）が始動しました。このテーマには、ブラザーグループビジョン
「At your side 2030」の実現に向けた、事業ポートフォリオ変革への強い意志と未来
志向の姿勢を込めています。

「CS B2027」では、各事業の役割を明確化した上で、それぞれの重点指標に基づ
いた戦略を遂行することで、利益創出力を高めていきます。このたびのカラオケ店
舗事業等を運営する株式会社スタンダードの譲渡も、中期戦略に沿った収益性改革
の一環です。産業用領域を中心とした成長事業に対しては、M&A・アライアンス
を含む成⻑投資を重点的に実施していきます。また、技術基盤・⼈財基盤への投資
を中⼼とした、変⾰を⽀える経営基盤の強化にも積極的に取り組みます。

さらに、資本コストと株価を意識した経営を推進し、投資とのバランスを図りな
がら株主還元を⼤幅に強化していきます。年間配当の下限を一株当たり100円に
引き上げ、配当性向40％を目安として還元します。また、3年間で合計600億円の
自己株式の取得を予定しており、今年度は200億円の取得を進めています。

地政学的リスクの長期化や⽶国関税政策の動向など、世界経済は先行き不透明
な状況が続いておりますが、ブラザーグループが⽬指していく⽅向性に変化はござ
いません。グループ全体で⾏動変容を起こし、変⾰を確実に実現させていく“実⾏
の3年間”にしていきます。

株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

代表取締役社長

池田 和史

トップメッセージ

（2025年4月1日〜2025年9月30日）
2025

財務目標 2027年度 （為替前提 USD 145円 EUR 155円）

事業の役割と投資方針の明確化

成長と変革を支える財務戦略

成長投資の確実な実行

経営基盤の強化

重要テーマ

売上収益 1兆円

営業利益 1,000億円

ROE 10%

産業用領域売上比率 40%

TSR（対 TOPIX） 100%以上（配当金込み）

最優先指標

中期戦略「CS B2027」

成長投資と株主還元

成長投資

800億円（予定）配当

600億円（予定）自己株式の取得

1,400億円

中期戦略に関する
詳細情報はこちら

2,000億円規模

株主還元



基本データ （2025年9月30日現在）

商　号 ブラザー工業株式会社
（BROTHER INDUSTRIES, LTD.）

本　社 〒467-8561 名古屋市瑞穂区苗代町15番1号
TEL：052-824-2511 （代表）

設　立 1934年1月15日

資本金 192億9百万円

上場証券取引所 東証プライム、名証プレミア

従業員 連結：41,676名　単独：4,005名

株主メモ　
事業年度 4月1日～翌年 3月31日

定時株主総会 毎年 6月

期末配当金受領株主確定日 3月31日

第2四半期末配当金受領株主確定日 9月30日

基準日 3月31日

公告掲載URL https://global.brother/ja/investor/
※‌�ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告による
ことができないときは、日本経済新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人/特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL：0120-232-711（通話料無料）

1株当たり配当金

*2025年5月9日公表

※IP（インダストリアル・プリンティング）事業は、ドミノ事業と
マシナリー事業に含まれていた産業用プリンターを統合した
新しいセグメントです

事業セグメント利益 親会社の所有者に帰属する中間（当期）利益

2024年度 2025年度
（期初予想*）

2025年度
（今回予想）

■中間期   ■■通期［億円］

408

392

430

347

777
800

（見込み）750
（見込み）

2024年度 2025年度
（期初予想*）

283

347

281

267

630
（見込み）550

（見込み）548

■中間期   ■■通期［億円］

2025年度
（今回予想）

2024年度 2025年度
（期初予想*）

100
（見込み）

100
（見込み）100

■中間   ■期末［円］

50

50

50

50

50

50

2025年度
（今回予想）

売上収益 事業分野別売上収益構成比

その他事業 
1.2%

IP事業※

ニッセイ事業

N&C
事業

マシナリー
事業

P&H事業

P&S
事業

事業分野別 
売上収益構成比

 4,378
 億円

61.9%15.2%

8.8%

4.34.3%%
6.2%

2.42.4%%

2024年度 2025年度
（期初予想*）

2025年度
（今回予想）

8,766
9,000

（見込み）8,750
（見込み）

■中間期   ■■通期［億円］

4,378

4,622

4,272

4,494

※‌�株主さまの住所変更その他各種お手続きにつきましては、株主さまご自身が口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）にて承りますので、詳細は各口座管理機関へお問い合わせください。

※‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、特別口座の口座管理機関である
三菱UFJ信託銀行株式会社までお問い合わせください。

第133回 定時株主総会について
2025年6月25日開催の定時株主総会につきまして、
当社ウェブサイトに記載の決議通知のとおり、議案は
承認可決されました。

株主総会に関する詳細情報はこちら

https://global.brother/ja/investor/meeting

検索ブラザー株主総会

IRウェブサイトのご案内
当社IRウェブサイトでは、最新のIR情報など、さまざまな
情報を提供しておりますので、ぜひご覧ください。

IRに関する詳細情報はこちら

https://global.brother/ja/investor

検索ブラザー IR情報

JPX 日経インデックス400 構成銘柄

証券コード　6448本社  名古屋市瑞穂区苗代町15番1号  〒467-8561
環境に優しい
「水なし印刷」を
採用。
大気中に
揮発性有機物を
排出しません。

インキの石油系溶剤を
大豆油主体とした
植物系溶剤に
100％置き換え、
VOC（揮発性有機化合物）
フリーとしました。

本社 〒467-8561 名古屋市瑞穂区苗代町15番1号

https://global.brother/ja

環境に優しい
「水なし印刷」を
採用。
大気中に
揮発性有機物を
排出しません。

インキの石油系溶剤を
大豆油主体とした
植物系溶剤に
100％置き換え、
VOC（揮発性有機化合物）
フリーとしました。

環境に優しい「水なし印刷」
を採用。大気中に揮発性有
機物を排出しません。

インキの石油系溶剤を大豆油主体
とした植物系溶剤に100％置き換
え、VOC（揮発性有機化合物）フ
リーとしました。

環境への配慮のため、世界の森林
資源の責任ある利用を保証する

「FSC®認証紙」を使用しています。

本社  名古屋市瑞穂区苗代町15番1号  〒467-8561
環境に優しい
「水なし印刷」を
採用。
大気中に
揮発性有機物を
排出しません。

インキの石油系溶剤を
大豆油主体とした
植物系溶剤に
100％置き換え、
VOC（揮発性有機化合物）
フリーとしました。

中間連結会計期間
・売上収益は、主にP&S・マシナリー事業の売上

増により増収となり、中間期として過去最高
を更新

・事業セグメント利益は、販促費・販管費の増加
により減益となるものの、固定資産の売却益
の計上などにより、営業利益以下の各段階利益
は前年同期並み

・中間配当は、1株当たり50円とする

通期連結業績予想
・上期の堅調な業績と、予想期間の為替レート

変更によるプラス影響などを反映し、売上・
利益ともに上方修正

・営業利益においては、カラオケ店舗事業等の
譲渡益などを織り込む

業績ハイライト


